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大わしの自慢（津軽弁）

むがぁし昔、人間が、やっとこの地球上でくらし始めだ昔の事。
あるどごろさ、んにゃんにゃ、何もかも大（で）っただわしぁ

居であたど。
そのわしはせ、世界でわぁぐれぇ大きいものはいねべぇて、い

つもいばっていだど。



この大わし、一度バホラッてはばたいで飛べば、ろぉー、十里も飛んでいぐんだど。十里て
ば、おめだぢわがるが？今のキロでしゃべれば、40キロメートルの事だえ。
大わし、あんまり大っけがったもんで、留まって休むんた木だの岩だの、ながなが見つから

ねんだど。
『どごがさ、わ、留まるんた木の枝こねぇべがなぁ』て、あっちこっちばさがしながら飛んで
らきゃ、ずっとむごうに、ちょんどいい木の枝こ見つけだんだど。
『やれやれ、やっと留まるどご見つけだじゃ。あぁ、へば今夜はこごで眠るがな』てして、そ
の晩ぁそごで眠ったど。



次の朝、又バホバホッて羽ばたいで、その枝がら飛びあがって、『あぁ、腹へったな、何が
餌こば見つけねばまいね』てしながら飛んで行ったきゃ、下の方さ十頭ばりの獣走けであたど。

わしぁ、サァーッとおりで行って、そのうぢの一頭とばバグラッと食ったど。
又降りでバクラ、又降りでバクラッて食て、とうとうその群ればみんな食ってまたど。
その群れずのは、ろぉ、象の群れであったずおんな。



ズーッと飛んで行ったきゃ、又きのうと同じような木の枝こ見つけだど。

『わだけんたに大っけぐなれば留まり木さがすのもひとくろうだじゃ』
てブツブツ一人しゃべりこしながら、大わしぁその枝さ降りで留まったど。

したきゃ、突然、その枝せ、グララグララて動いだずんだ。
そして、下の方がら
『誰だば、昨日は左のひげさ止まてらど思ったきゃ、今日てば右にひげさ止まって、なんぼう
るせぐあへずがしいもんだが』て大ったらだ声したもんだどごで大わしぁびっくらどってんし
て、よぉぐ見だきゃ、それぁ大ったらだえびで、わしぁ止まってあったのは、えびのひげで
あったど。
さすがの大わしも『これだば、おらの負げだじゃ』てして、どごがさ飛んで行ってまたど。



こんだ、えびぁいばって『へば、おら世界一だべな』て、海の上ばビョンビョンて跳ねで
行ったど。この大えびぁはねれば十五里も飛ぶんだずんだ。
あんまり大っけもんだどごで、晩（ばげ）になれば泊まる穴ば探すのに大変であったど。

したばて、ずーっと行ったきゃ、大ったらだほら穴ば見つけだど。
『あらぁ、こごさちょんどいいほら穴あったじゃ。泊まる所見つかって、さっぱどしたじゃ』
てして、その晩ぁそごで眠ったど。



次の日、えびぁ穴がら出で、海の上ば何百里も跳ねで行ったど。
『わいん、腹へって来たじゃ、何か餌こねぇべがな』て見だきゃ、波の間ば十匹ばかりの魚ぁ
泳いであたど。

えびぁ『これぁいいあんべだ』てして、一匹ばバグラ、又次もバグラ、バグラ、バグラッて
十匹ばみんな食ってまたど。

その魚せ、鯨の群れであったどせ。
『あぁ、腹いっぺになった。どらぁ、今晩はどごで眠ればいいべなぁ』て、眠る穴ばさがして、
ズーっと行ったど。



したきゃ、又、ちょんどいいんた穴こば見つけだど。
『あらぁ、こごの穴こぁあずましそうだ穴こだ。今夜はこの穴こで眠るがな』てして、穴この
中さ、モゾモゾど入って行ったど。
したきゃ、『誰だば、誰だば、ゆべなはゆべなで右の鼻穴、もちょがしてらど思ったきゃ、

今日は今度、左の鼻穴さモソクソど入っていぐ奴ぁ！！わいんエツクラシじゃ、ハ、ハ、ハ、
ハックション！！』て、でーっただくしゃみしたもんだどごで、えびぁ、ボーンと飛ばされで、
ずーっと離れだ海の上さ、ボシャンて落ぢだど。



『わいーん、どってんしたじゃ、どってんしたじゃ。あれぁ何の穴だと思ったきゃでったら
だヒラメの鼻穴であったじゃ。われ、世の中さ、我より大きい生き物ぁ居ねべど思ってあった
ども、世の中ずものぁ広いもんだなぁ。あった大っきいヒラメもあるもんだべなぁ』て、たま
げで海の中さもぐって行ってまたど。

これぁまだ、なんぼ、てんぽだホラ話こだなぁ。
これはただの話こだばて、人の世の中でも、こした事ってあるきゃなぁ。
わぁ一番だど思っていでも、その上もあれば又その上もある。
少しぐれぇ有名になったり。金持ぢになっても、人は腰低ぐ、えばらねでくらさねばまいね。
おおやげだの、大先生だのって言われる人でも、案外ヒラメの鼻穴コの中さ居るもんだがも

知れねぇなぁ。
とっちばれ。


